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夏休みの思い出 

校長 遠山 松雄  

 

立秋を過ぎてからも、猛暑日が続き例年にない暑さが続いた８月でした。まだ残暑は続き、昼の

暑さや夜の寝苦しさはあるものの、朝や帰りの和泉川沿いでは爽やかな風を感じ、虫の声が響き、

少しずつですが秋の気配が感じられるようになってきました。 

 

三年振りに行動制限がない夏となりました。帰省や旅行等で出かけたご家庭も多かったことと思

います。一方で、例年にない猛暑で熱中症警戒アラートが数日間に渡って出されたり、地域によっ

ては数日間に及ぶ記録的な大雨で大きな被害が出たりしました。テレビで報じられる被害状況を見

て、ただただ驚くばかりでした。被害にあわれた方に心よりお見舞い申し上げます。また、新型コ

ロナウイルスの感染状況は依然として高止まりで心配な状況が続いています。いつになったら元の

状態に戻れるのかとついつい考えてしまいます。予定されていた夏祭りは実施できたところもあれ

ば、規模を縮小したり開催を見送られたりしたところもあったようです。依然予断を許さない状況

には変わりありません。夏休み中も定期的にロイロノート・スクールから子ども達の健康状態を確

認し、心配な内容については、担任を通して連絡させていただきました。保護者の皆様には、夏休

み中も健康観察へのご協力ありがとうございました。休み明けも、これまで通り感染拡大防止対策

を取りながら教育活動を継続していきます。今後、行事等の急な変更の可能性もあると思いますが、

ご理解いただきますようよろしくお願いいたします。 

 

今年の夏休みは、久し振りに京都に行ったり、青春 18きっぷを利用して鉄道の旅をしたりできる

かなと考えていましたが、７月中旬以降の感染状況を見て遠出を断念することにしました。その結

果、コロナ禍で見送っていった検査を受けるなど体のメンテナンスが夏休みの中心となりました。

そんな夏休みの某日、ある研修会で、高校時代の合唱部の先輩といっしょになりました。合唱のNHK

コンクールの話題が出て、「高校時代は NHKコンクールが終わると夏休みも終わりだったよね。」

という話になりました。高校１年生の夏は８月 31日が NHKコンクールだったと記憶しています。

夏休みに心置きなくたっぷり練習時間ができるという意味ではよかったのですが、終わってホッと

する間もなく２学期が始まっていたという感じで複雑な思いもありました。その年の夏休み直前に

入部し、初めて本格的な合唱曲に出会いました。課題曲の「ひとつの朝」、自由曲の「組曲『島よ』

Ⅳ」、今でも印象に残っています。高校時代の夏休みは、この歌詞をどのように解釈して歌ったらよ

いのか、発声はどうすればよいのか等々、このようなことを毎日繰り返して過ぎていきました。と

きには、なぜそこまで詞を掘り下げて歌わないといけないのか、思い悩みながら過ごしたこともあ

りましたが、よりよい合唱をみんなで創り上げるために、必要なことだったと思います。みんなで

一つのものを創り上げた経験は、かけがえのないものになりました。いっしょに創り上げた仲間と

は固い絆で結ばれ、今でも交流を続けています。余談ですが、卒業をして四十数年、あのときの先

輩が近隣の小学校に同じ立場でいることに、人のつながりの不思議な縁を感じます。 

 

夏休み中に学区内を歩くことがありましたが、暑さのせいか思ったよりも子ども達の遊んでいる

姿を見かけませんでした。地域の皆様には、夏休み中も温かく子ども達を見守っていただいたこと

に感謝申し上げます。まだまだ厳しい残暑が予想されますが、今後も三ツ境小の子ども達のために

ご支援ご協力いただけますようお願いいたします。 
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【行事変更のお知らせ】 

 ９月１０日(土)に予定しております「土曜参観」は、感染症拡大防止のため、児童の出席番号に

基づいて参観の時間を指定させていただいております。詳しくは、別紙「土曜参観のお知らせ」

をご覧ください。 

専任 吉田より 

 長期の休みにしか経験できないことが 1 つでもできたでしょうか。子どもたちは 1 つ 1

つの経験を積み重ねることで成長していきます。夏季の職員研修を通して、身近な人間関係

の中での「共有体験」の蓄積が、子どもたちの心の安定や成長に大きくかかわっていくこと

を学びました。家庭での家族とのかかわりがベースとなって、子どもたちの学校生活があり

ます。家庭との情報交換を大切にして、子どもたちのよりよい学びや成長につなげられるよ

う、日々の授業や行事等を計画していきます。子どもたちの活動を計画し指導するだけでな

く、教師としても体験を共有しながら、子どもたちとのかかわりを大切にしていきたいと思

います。 

 夏休み明けの登校について等ご心配がありましたら、遠慮なく担任や学年、専任までご連

絡ください。 


